
村上市上町2－11 TEL52－2841
市内田端町8－25（村上高校前） TEL53－7091

TEL 66－8333

お気軽にお問い合わせください
様々な集いに広いお部屋で安心してお食事を

お持ち帰り用
二段重折詰もご好評です

TEL.0254-60-1122
FAX.0254-60-1155

〒959-3424　新潟県村上市牧目砂山1262
営業時間 10:00～18:00 定休日 第2・4水曜日

ふんわり柔らかく
クリームたっぷり
村恭の四角いクレープ

M U R A K Y O

村恭 神林店

〒958-0841　新潟県村上市小町3-38
☎ 0254-53-2107　FAX 0254-53-0322
定休日　毎週水曜日・第１、第3火曜日　不定休あり

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
可
能
!!
】

発
売
中

宮尾酒造株式会社
創業文政２年（1819年）

純
米
吟
醸
生
原
酒

季
節
限
定
酒
７
２
０
㎖
・
1.8
ℓ

☎0254-52-2590 AM8:00～PM7:30

村上駅前 かわうち

季節のくだものを
取り揃えております

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
５
４（
５
２
）２
０
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
４（
５
２
）６
９
４
１

飲
ん
で
運
転

お
茶
な
ら
安
全

重

平

電気・水道・各種設備のお悩みやリフォームなど
お気軽にご相談ください

旭電工株式会社

見積無料

本　　　社　村上市塩町12番14号 TEL（0254）53－4261
関川営業所　岩船郡関川村大字下関42-3 TEL（0254）64－1356
胎内営業所　胎内市東本町25-69 TEL（0254）43－3102

ガス灯油のご注文は　　　　0120－035548

お問い合わせは

村 上 新 聞１

タ
ク
シ
ー
の
御
用
命
は

瀬
波
タ
ク
シ
ー

53
―

2
1
8
7

木を植えています
私たちはイオンです

☎（0254）52－1101

お葬式・仏壇・墓石

（発 行 所）
〒 958－0842
村上市大町 2 番 11 号
株式会社 村上新聞社
TEL 0254（53）1409
FAX 0254（53）6088
URL http://m-news.jp
MAIL info@m-news.jp
郵便振替口座 00620-1-12753

（印 刷 所）
〒 958－0823
村上市仲間町 491－ 32
村上印刷株式会社

半 可 通

（昭和57年4月5日第三種郵便物認可）購読料1カ月1,100円（消費税を含む） 毎週土曜日発行（ただし第５土曜日を除く） 2024 年（令和 6年）2月 10 日 第 1,989 号

2024年（令和6年）

2月10日㈯

き
。
強
い
揺
れ
に
長
女
、長
男
、
次

男
が
驚
き
、
妻
の
も
と
に
駆
け

寄
っ
た
▼
夫
の
Ａ
さ
ん
は
石
川
県

警
珠
洲
署
の
署
員
。
す
ぐ
署
に
出

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供

た
ち
に
「
お
父
さ
ん
は
お
仕
事
に

行
っ
て
く
る
か
ら
ね
」
と
留
ま
り

た
い
気
持
ち
を
振
り
切
り
、
す
ぐ

玄
関
を
出
た
。
長
く
激
し
い
２
度

目
の
揺
れ
が
起
き
た
の
は
そ
の
直

後
だ
っ
た
▼
大
き
な
音
を
立
て
、

裏
山
が
崩
落
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
田

ん
ぼ
ま
で
走
っ
て
逃
げ
た
。
２
階

建
て
の
家
は
基
礎
部
分
か
ら
押
し

流
さ
れ
、
妻
子
４
人
の
ほ
か
親
族

７
人
が
目
の
前
で
土
砂
に
飲
み
こ

ま
れ
た
▼
Ａ
さ
ん
は
「
家
族
を
助

け
て
く
だ
さ
い
」
。パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
叫
ん
で
い
た
。
そ
の
後
は
記
憶

が
お
ぼ
ろ
げ
だ
と
い
う
。
巻
き
込

ま
れ
た
４
人
は
４
日
と
５
日
に
ほ

か
の
親
族
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
▼
金
沢
市
の
自

宅
に
は
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
が
そ
の

ま
ま
だ
。
一
つ
一
つ
の
思
い
出
が

胸
に
迫
り
、
夜
ご
と
つ
ら
さ
が
増

し
て
く
る
Ａ
さ
ん
。「
そ
ば
に
い
て

あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
ね
」。
涙

が
こ
み
あ
げ
て
く
る
▼
こ
の
地
震

で
は
多
く
の
人
が
家
屋
の
下
敷
き

に
な
り
死
亡
し
た
。
家
族
を
失
い

住
む
と
こ
ろ
も
失
っ
た
人
た
ち
の

悲
痛
な
声
が
今
日
も
聞
こ
え
て
く

る
。
そ
れ
で
も
、
前
を
向
く
思
い

が
明
日
へ
の
チ
カ
ラ
と
な
っ
て
い

る
▼
自
ら
も
被
災
す
る
中
、
診
療

を
続
け
る
医
師
は
「
同
じ
被
災
者

だ
か
ら
こ
そ
語
り
合
え
る
こ
と
が

あ
る
」
と
話
す
。
被
災
し
た
花
店

は
無
償
で
犠
牲
者
の
追
悼
や
避
難

者
の
た
め
花
を
届
け
て
い
る
。
復

興
の
道
の
り
は
厳
し
く
長
い
。
そ

れ
で
も
人
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

前
を
向
い
て
い
る
。 被

災
地
か
ら
の

悲
し
い
報
道
が
相

次
い
で
い
る
。
元

日
、
妻
の
実
家
珠

洲
市
で
、
家
族
５

人
が
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
た
と

肴
町
病
院
（
２
月
７
日
現
在
）

生
活
が
困
難
な
高

齢
者
に
も
対
応
で

き
る
受
け
皿
と
な

る
。ま

た
、
利
用
者

の
生
活
様
式
を
考

慮
し
、
十
分
な
居

住
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
す
る

た
め
、
療
養
室
は

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
家
具
で
仕
切
ら

れ
て
い
る
。

同
介
護
医
療
院

の
入
所
定
員
は
92

人
で
個
室
が
１

室
、
２
人
部
屋
が

７
室
、
３
人
部
屋
と
４
人
部
屋
が

そ
れ
ぞ
れ
11
室
、３
年
を
掛
け
、内

装
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
電
動
ベ
ッ

ド
92
台
す
べ
て
新
調
し
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
な
ど
の
備
品
も
新
た
に
調

達
し
た
。

介
護
職
員
23
人
、
看
護
職
員
25

人
在
籍
。
理
学
療
法
士
３
人
、
施

同
校
の
平
山
剛
校
長
は
「
蓄
積

が
あ
っ
て
村
高
の
歴
史
が
わ
か
る

も
の
が
市
民
の
目
に
触
れ
る
と
い

う
こ
と
は
価
値
の
あ
る
も
の
」
と

話
し
、
加
藤
渉
館
長
「
図
書
館
だ

か
ら
集
め
ら
れ
る
資
料
も
あ
る
。

ま
さ
に
こ
の
資
料
は
、
人
と
人
を

結
ぶ
図
書
館
と
し
て
は
大
変
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

号
）
を
寄
贈
し
た
。

関
東
支
部
の
設
立
目
的
は
、
母

校
の
発
展
と
関
東
地
方
に
住
む
卒

業
生
の
親
睦
、
故
郷
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
る
こ
と
で
あ
り
、
広
報

紙
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に

あ
る
と
し
て
い
る
。
現
在
の
編
集

担
当
は
、
佐
藤
達
生
さ
ん
（
30
回

生
）
工
藤
尚
廣
さ
ん
（
31
回
生
）。

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
創
刊
の

「
村
高
」
は
、当
初
の
タ
イ
ト
ル
が

「
む
ら
こ
う
」（
題
字
：
中
山
与
志

夫
）。初
代
会
長
は
大
平
欣
也
さ
ん

（
新
１
回
生
）。
最
新
号
は
山
本
宏

村
上
高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支

部
は
、
地
元
村
上
地
域
の
人
た
ち

に
も
同
支
部
の
活
動
や
会
員
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
こ
の
ほ

ど
、
村
上
市
中
央
図
書
館
に
広
報

紙
「
村
高
」（
第
１
号
〜
最
新
第
34

キ
ー
ワ
ー
ド
索
引
も
付
け
加
え
ら

れ
て
い
る
。
郷
土
資
料
と
し
て

フ
ァ
イ
ル
保
存
し
、
だ
れ
で
も
閲

覧
が
可
能
で
、
本
部
同
窓
会
発
行

の
「
同
窓
の
お
と
ず
れ
」
も
並
べ

て
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
。

会
員
約
２
千
人
に
送
付
さ
れ
る

広
報
紙
は
、
広
告
媒
体
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
編
集
部

で
は「
関
東
方
面
の
み
な
ら
ず
、村

上
圏
域
か
ら
も
企
業
宣
伝
だ
け
で

な
く
代
表
の
近
況
、
随
想
な
ど
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

平
（
17
回
生
）
会
長
の
下
、昨

年
34
号
を
発
行
し
た
。

広
報
紙
に
は
、
関
東
地
方

に
住
む
卒
業
生
が
数
多
く
寄

稿
し
て
お
り
、
故
郷
を
離
れ

て
か
ら
の
生
活
や
仕
事
の
様

子
、
望
郷
の
念
な
ど
が
綴
ら

れ
て
お
り
、掲
載
順
、卒
業
回

順
、
著
者
50
音
順
、タ
イ
ト
ル

50
音
順
の
ほ
か
「
青
砥
武
平

治
」「
け
や
き
ぶ
ん
こ
」
な
ど

東
京
新
潟
県
人
会
は
先
月
27

日
、
東
京
都
文
京
区
の
ホ
テ
ル
椿

山
荘
で
新
年
祝
賀
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
来
賓
を
含
め
総
勢
６

０
０
人
が
参
加
。
東
京
村
上
市
郷

友
会
か
ら
も
佐
藤
勝
会
長
ら
７
人

が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲

者
に
対
し
黙
祷
。
小
林
保
廣
東
京

新
潟
県
人
会
会
長
か
ら
新
年
の
挨

拶
の
後
、
昨
年
県
人
会
に
多
大
な

る
功
労
の
あ
っ
た
宮
田
亮
平
さ
ん

に
対
し
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
来
賓
代
表
と
し
て
花
角
英
世

新
潟
県
知
事
、
米
田
徹
糸
魚
川
市

長
は
「
新
潟
県
は
人
口
減
、
高
齢

化
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

支
援
と
し
て
若
い
人
達
を
是
非
環

境
の
良
い
新
潟
で
就
職
し
て
も
ら

え
る
よ
う
働
き
か
け
、〝
ふ
る
さ
と

納
税
〞の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
。
近
況
発
表
で
は
、
佐
渡

金
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向

け
て
の
現
状
報
告
を
渡
辺
竜
五
佐

渡
市
長
が
、
新
潟
│
札
幌
線
を
就

航
し
た
ト
キ
エ
ア
の
長
谷
川
政
樹

社
長
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
、
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
Ｂ
Ｂ
の
橋
上
秀
樹
監
督
か
ら

は
報
告
と
応
援
の
要
請
が
あ
っ

た
。
続
い
て
鏡
開
き
が
行
わ
れ
楡

井
辰
雄
新
潟
県
議
会
議
長
の
乾
杯

で
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
歌
や

踊
り
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
催

さ
れ
、
十
日
町

小
唄
と
佐
渡
お

け
さ
で
は
大
勢

が
踊
り
に
参

加
。
最
後
は
、
新

潟
県
民
歌
を
宮

田
タ
マ
恵
さ
ん

の
指
揮
に
よ
り

会
場
全
員
で
大

合
唱
。
小
林
英

典
副
実
行
委
員

長
の
謝
辞
で
閉

会
と
な
っ
た
。

（
文
章
一
部
調
整
）

と
も
話
を
進
め
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟

支
社
の
白
山
弘
子
支
社
長
に
も
伝

え
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
方
へ
足
を

向
け
る
人
が
多
く
な
る
。
全
体
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
話
し
、
復

旧
を
考
え
る
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
は

「
68
億
円
の
費
用
が
掛
か
る
と
い

う
が
Ｊ
Ｒ
全
体
で
は
２
兆
８
千
億

円
の
黒
字
を
出
し
て
い
る
。
地
方

の
再
生
に
回
せ
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
話
し
た
。

野
田
会
長
は
「
今
後
、会
員
、署

名
を
増
や
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
米
坂
線
復
旧
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

治
体
と
と
も
に
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
会
を
結
成
し
た
。
会
員
は
現
在

１
３
８
人
。
署
名
は
６
８
６
筆
集

ま
っ
た
。
村
上
市
に
お
い
て
は
、米

坂
線
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
Ｊ

Ｒ
米
坂
線
を
早
期
に
全
面
復
旧
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の
。

高
橋
市
長
は
「
思
い
は
同
じ
。

復
旧
の
一
言
。
沿
線
の
み
な
さ
ま

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
早
期
復
旧
と
地
域

活
性
化
を
考
え
る
会
（
野
田
尚
道

会
長
）の
メ
ン
バ
ー
８
人
は
５
日
、

高
橋
邦
芳
村
上
市
長
を
訪
ね
、「
Ｊ

Ｒ
米
坂
線
早
期
復
旧
を
求
め

る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

要
望
書
の
概
要
は
「
２
０

２
２
年
８
月
の
豪
雨
災
害
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

米
坂
線
は
、
坂
町
駅
と
今
泉

駅
が
い
ま
だ
に
不
通
の
ま
ま

で
、
バ
ス
代
行
と
な
っ
て
い

る
。
米
坂
線
は
沿
線
住
民
に

と
っ
て
通
院
や
通
学
、
買
い

物
な
ど
の
生
活
を
支
え
る
不

可
欠
な
交
通
手
段
で
あ
る
と

と
も
に
、開
通
以
来
、新
潟
県

と
山
形
県
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
き
た
〜

中
略
〜
地
域
住
民
と
地
元
自

介
護
医
療
院
と
は
、「
医
療
の
必

要
な
要
介
護
者
の
長
期
療
養
・
生

活
施
設
」
の
こ
と
で
、
今
後
、増
加

が
見
込
ま
れ
る
慢
性
期
の
医
療
・

介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
つ
高
齢

者
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
で
あ

り
、
医
療
処
置
な
ど
が
必
要
で
、自

宅
や
特
養
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の

設
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
利
用
者

や
家
族
の
意
向
を
聞
き
、
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

く
。ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を

中
心
に
、
リ
ハ
ビ
リ
及
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
っ
て
い
く

予
定
。
外
来
診
療
の
医
科
歯
科
医

院
に
は
、
内
科
医
師
が
２
人
、歯
科

医
師
が
１
人
在
籍
し
今
ま
で
通
り

診
療
を
続
け
て
い
く
。

詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
介
護
医
療

院
☎
（53）
２
７
８
１
ま
で
。

高
橋
村
上
市
長
に
要
望
書

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
早
期
復
旧
と
地
域
活
性
化
を
考
え
る
会

村
高
同
窓
会
関
東
支
部

広
報
紙「
村
高
」を
村
上
図
書
館
に
寄
贈

故
郷
と
の
結
び
つ
き
深
め

故
郷
と
の
結
び
つ
き
深
め

全
面
復
旧
め
ざ
し
尽
力
を

野田会長（左から4人目）らが高橋市長に要望書を手渡した

宮田タマ恵さん（中央）の指揮で新潟県民歌を合唱した

式典には多くの来賓が出席、祝辞を述べた

第1号から34号までファイルされた広報紙「村高」

東京新潟県人会新年祝賀会

外来、三面の里と３施設で３月１日スタート

医 療 法医 療 法
人山北会人山北会肴町病院が介護医療院に肴町病院が介護医療院に

2千人に送付、広告媒体にも

花角知事招き600人盛大に
金山、トキエア、アルビBBが報告

医
療
法
人
山
北
会
（
戸
澤
和
夫
理
事
長
）
肴
町
病
院
は
来
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
療
養
病
床
を

全
て
要
介
護
者
の
長
期
医
療
と
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
「
肴
町
介
護
医
療
院
」
に
転
換
。
外
来

は
「
肴
町
医
科
歯
科
医
院
」
に
、
在
宅
復
帰
、
在
宅
支
援
を
目
的
と
す
る
「
介
護
老
人
保
健
施
設
三

面
の
里
」
と
す
る
３
施
設
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

村
上
中
央
図
書
館
に
郷
土
資

料
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

広
告
な
ら
村
上
新
聞

投 稿
東
京
村
上
市
郷
友
会

会
長
佐
藤
勝
さ
ん


